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難
病
の
子
の
た
め

歩
い
た
笑
っ
た

北
杜
の
キ
ャ
ン
プ
場
支
援

2
5
0
人
参
加

ｉ

・
『

‐

難
病
や
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
キ
ャ
ン
プ
場
「
あ
お
ぞ
ら
共
和

国
」
　（
北
杜
市
白
州
町
鳥
原
）
を
支
援
し
よ
う
と
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画
「
新
緑

ウ
ォ
ー
ク
2
0
1
7

」
が
2
2日
、
地
元
で
あ
っ
た
。
約
２
５
０
人
が
最
寄
り
駅
か

ら
キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
1
2♂
の
コ
ー
ス
を
元
気
に
歩
い
た
。
記
者
も
同
行
し
、
道
す

が
ら
参
加
者
ら
に
思
い
を
尋
ね
た
。

出
発
地
点
の
Ｊ
Ｒ
日
野
春
駅
前
。
今

年
、
都
内
か
ら
甲
府
市
に
住
民
票
を
移
し

た
と
い
う
甲
府
一
高
Ｏ
Ｂ
の
石
原
光
博
さ

ん
（
6
5）
は
仲
間
に
言
っ
た
。

「
俺
は
強
行
遠
足
で
３
位
だ
っ
た
。
6
5

年
生
き
て
、
そ
れ
だ
け
が
自
慢
」

企
画
は
、
１
０
０
♂
強
行
遠
足
で
知
ら

れ
る
一
高
の
卒
業
生
が
中
心
の
「
甲
府
一

高
あ
お
ぞ
ら
会
」
の
主
催
だ
。
会
は
2
0
1
2

年
、
同
じ
Ｏ
Ｂ
の
小
口
弘
毅
さ
ん

（
6
5）
が
発
案
し
た
。

小
口
さ
ん
は
北
里
大
学
の
病
院
で
新
生

児
集
中
治
療
室
に
勤
務
し
た
後
、
相
模
原

市
で
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
。
建
設

中
の
あ
お
ぞ
ら
共
和
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
ｏ

Ｂ
ら
に
支
援
グ

ル
ー
プ
づ
く
り
を
呼
び
か
け
た
。

キ
ャ
ン
プ
場
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
ｏ

法
人

「
難
病
の
こ
ど
も
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」

‘（
東
京
）
が
1
1年
か
ら
取
り
組
み
始

め
た
。
寄
付
さ
れ
た
土
地
約
１
万
平
方
む

に
完
成
し
た
宿
泊
棟
四
つ
は
、
車
い
す
も

０
ペ
ピ
ー
カ
ー
を
押
し
な
が
ら

歩
く
県
立
大
看
護
学
部
の
学
生

＝
北
杜
市
内
０
あ
お
ぞ
ら
共
和

国
に
着
い
て
記
念
写
真
を
撮
っ

た
＝
北
杜
市
白
州
町
鳥
原

入
る
広
い
ト
イ
レ
が
あ
る
も
の
も
。
さ
ら

に
２
棟
を
造
る
予
定
。
」

先
回
り
し
た
り
、
戻
っ
た
り
。
こ
の

日
、
小
口
さ
ん
は
折
り
た
た
み
自
転
車
に

乗
り
、
参
加
者
の
誘
導
役
を
務
め
た
。

「
難
病
の
子
ら
と
そ
の
保
護
者
が
気
兼

ね
な
く
宿
泊
で
き
る
施
設
は
あ
ま
り
な

い
。
山
梨
に
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
え
ば
、
子
ど
も
に
優
し
い
場
所
と
移

住
す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
」

相
模
原
市
の
山
本
理
恵
子
さ
ん
（
4
4）

は
、
小
口
さ
ん
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
う
ダ

ウ
ン
症
の
長
男
峰
弓
君
（
４
）
と
参
加
し

た
。
「
温
泉
で
気
兼
ね
な
く
風
呂
に
入
る

と
い
う
の
が
で
き
な
い
。
気
に
し
て
も
し

ょ
う
が
な
い
け
ど
、
気
に
す
る
」

日
野
春
駅
か
ら
の
坂
道
は
力
‐
‐
ブ
も
多

く
、
車
が
急
に
目
の
前
に
現
れ
、
怖
い
。

２
人
乗
り
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
い

た
県
立
大
看
護
学
部
の
学
生
た
ち
は
、
道

路
の
ち
ょ
っ
と
し
た
く
ぽ
み
に
車
輪
を
取

ら
れ
て
大
変
そ
う
。

そ
れ
で
も
甲
州
街
道
の
旧
道
に
入
る

と
、
自
然
が
迎
え
て
く
れ
た
。
芽
吹
い
た

緑
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音
、
鳥
の
さ
え
ず
り
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
の
小
林
信
秋
さ
ん

（
6
9）
も
言
っ
た
。
「
こ
の
時
期
、
こ
こ
を

歩
く
の
は
本
当
に
気
持
ち
い
い
」

あ
お
ぞ
ら
会
の
会
長
を
務
め
る
露
木
和

雄
さ
ん
（
6
6）
は
「
今
後
、
建
物
が
完
成
し

て
も
維
持
管
理
が
大
変
。
草
刈
り
も
必
要

だ
ろ
う
。
会
員
を
増
や
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

１
人
１
千
円
の
参
加
費
は
、
経
費
を
除

く
全
額
が
支
援
の
た
め
寄
付
さ
れ
る
。

（
渡
辺
熹
三
）
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